
 

 

 

 

 

（第 18期 3回目 神之木西寺尾地区） 

開催日：平成 27年 3月 22日（日） 

場 所：神之木地区センター3階 

参加者：51名 

 第 18期神奈川区民協議会第 3回目の「地域のつどい」が神之木西寺尾地区で行われまし

た。神之木西寺尾連合自治会は 10の自治会町内会で

構成されています。神之木西寺尾地区は JR横浜線

大口駅東口に位置しています。総合病院を始め、ス

ーパーが 2か所あり買い物に便利な所です。神の木

公園は傾斜地にある公園で神奈川区名園 100選に選

ばれたそうです。以前は沢山の企業がありましたが

郊外に移転して現在はマンションも多く戸建てと混

在している連合自治会です。 

当日参加の多数の皆さまからいただいたご意見の一部をご紹介します。 

 ①高齢者などの個別ごみ収集の基準が厳しい、緩和できないか 

②神之木交番から内路の交差点までの道が狭いので 

 歩行者区分の塗装ができないか、高速道路の工事 

車両が通り危険 

③入江川公園にある津波警報放送が聞こえづらい 

④線路の下の歩行者連絡通路のそばの JRの土地に粗 

大ごみが不法投棄されている 

⑤線路の下の歩行者連絡通路を自転車に乗ったまま 

通過して危険（降車して通行となっているが守られない） 

⑥個別収集（自宅前に置く）にするとごみの不法投棄が無くなるのではないか 

⑦感震ブレーカーの補助に行政は力を入れて欲しい 

⑧広域避難場所は地域に関係なく決めているのか、高齢者には遠い 

⑨粗大ごみを無料にしたら不法投棄が減るのではないか 

⑩自転車の傘をさしての運転や逆走運転に交番の警察官が無関心  

など沢山のご意見をいただきました。 

 神之木西寺尾地区の皆さまありがとうございました。 


